
嘉麻市昆虫産業都市構想進捗状況

令和6年6月
総合政策課

（特命政策担当）



R6.4.17の報道以降、地元から市への苦情等の連絡なし
引き続き九州大学との連携を望む旨の連絡あり（2件）

１ コバエ大量発生に関する報告（R6.4.16以降）
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主な内容日付

総務財政委員会で経過報告
（同日 九州大学による九大記者クラブへのプレスリリース）

R6.4.16

報道関係者によるコバエ大量発生に関する報道（新聞、TV、WEB等）R6.4.17

嘉麻市昆虫産業都市産学官連携協議会に本件報告
（九州大学が旧千手小学校などにコバエの誘因シートを設置しモニタリングを開始）

R6.4.19

カブトムシ撤去以降、コバエが飛んでいる様子がないため、職員による校舎及び仮置場所の定期見回りを終了R6.5.9

地元の反応について

前回からの経過

九州大学が設置した第三者による調査委員会の結果(６月末予定)を待って、市と九州大学で協議予定

カブトムシ飼育実証試験



２ 今後の取り組み
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第１次嘉麻市昆虫産業都市構想の公表
令和6年3月で完成
令和6年2月28日 総務財政委員会
で構想案について報告済み

※ 構想内容に直接影響のないレイアウト
変更、イラスト内容、字誤りなどについ
て最終確認・修正を行い確定したもの。

昆虫産業都市構想

第1次嘉麻市昆虫産業都市構想表紙 ミッション・ビジョン・バリュー

連携協力に関する協定は引き続き継続する

九州大学との連携

【嘉麻市における昆虫産業の定義】
昆虫を活用した産業全般を指し、大学研究者、行政、市民、
企業、民間団体などと連携して一緒に取り組む「昆虫を活用
した新しい産業創出のチャレンジ」全体を指します。

嘉麻市昆虫産業都市構想イメージ図


